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１

　

前
を
行
く
指
揮
官
機
の
後
席
に
、
オ
ル
ジ
ス
信し

ん

号ご
う

灯と
う

の
光

が
点て

ん

滅め
つ

し
た
。

「
針
路
一
二
〇
度
。
高
度
〇マ

ル

一ヒ
ト

（
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）」

　

第
七
五
二
航
空
隊
の
二
番
機
で
機
長
と
偵
察
員
を
務
め
る

清き
よ

村む
ら

剛つ
よ
し

少
尉
は
、
操
縦
員
の
佐さ

野の

哲て
っ

平ぺ
い

上
等
飛
行
兵
曹
に

指
示
し
た
。

　

飛
行
隊
長
笠か

さ

井い

信の
ぶ

康や
す

少
佐
の
機
体
は
、
左
に
旋
回
し
つ
つ

高
度
を
下
げ
て
い
る
。

　

清
村
機
も
笠
井
機
に
倣な

ら

い
、
左
に
大
き
く
旋
回
す
る
。

　

硫い

黄お
う

島と
う

の
第
一
飛
行
場
か
ら
発
進
し
、
サ
イ
パ
ン
島
を
目

指
し
て
南
下
し
て
来
た
攻
撃
隊
三
六
機
は
、
月げ

つ

齢れ
い

一
五
の
月

を
前
方
に
見
上
げ
つ
つ
、
海
面
付
近
ま
で
降
り
て
ゆ
く
。

　

七
五
二
空
の
装
備
機
は
、
新
型
の
双
発
陸
上
爆
撃
機
「
銀ぎ

ん

河が

」
だ
。

　

爆
撃
手
席
は
視
界
が
広
い
機
首
に
あ
る
た
め
、
海
面
が
せ

り
上
が
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

海
面
に
突
っ
込
も
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
錯さ

っ

覚か
く

に
囚と

ら

わ
れ

る
が
、
一
式
陸
上
攻
撃
機
搭
乗
時
か
ら
組
ん
で
い
る
ベ
テ
ラ

ン
下
士
官
の
腕
は
確
か
だ
。

　

速
度
性
能
の
高
い
銀
河
を
手
足
の
よ
う
に
操あ

や
つり
、
高
度
一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
水
平
飛
行
に
移
る
。

　

清
村
は
、
航
法
の
チ
ャ
ー
ト
に
目
を
落
と
し
た
。

　

現
在
位
置
は
、
サ
イ
パ
ン
島
よ
り
の
方
位
三
〇
〇
度
、
一

〇
〇
浬カ

イ
リだ
。

　

米
軍
が
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
、
グ
ア
ム
の
周
囲
に
張
り

巡
ら
し
た
電
波
の
監
視
網
を
逃の

が

れ
る
た
め
に
は
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
を
西
か
東
に
迂う

回か
い

し
、
か
つ
海
面
す
れ
す
れ
の
低
空
か

ら
島
に
接
近
す
る
の
が
有
効
だ
。

（
サ
イ
パ
ン
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
）

　

機
体
の
振
動
に
身
を
任ま

か

せ
な
が
ら
、
清
村
は
嘆た

ん

息そ
く

し
た
。

　

七
五
二
空
は
、
昨
年
二
月
の
ト
ラ
ッ
ク
沖
航
空
戦
で
第
七

五
三
航
空
隊
と
共
に
、
敵
機
動
部
隊
へ
の
雷
爆
撃
を
敢か

ん

行こ
う

し
、

空く
う

母ぼ

一
隻
、
駆く

逐ち
く

艦か
ん

二
隻
撃
沈
、
空
母
三
隻
、
戦せ

ん

艦か
ん

、
重

じ
ゅ
う
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巡じ
ゅ
ん

各
一
隻
撃
破
の
大
戦
果
を
上
げ
た
部
隊
だ
。

　

昨
年
一
一
月
に
は
、
七
五
三
空
と
共
に
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦

に
参
加
し
た
が
、
六
割
以
上
の
機
体
と
搭
乗
員
を
損
耗
し
、

事
実
上
戦
力
を
喪
失
し
た
。

　

生
き
残
っ
た
隊
員
は
、
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
で
飛
行
場

の
守
備
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
米
軍
が
上
陸
し
て
来
る
前
に
、

飛ひ

行こ
う

艇て
い

と
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

に
よ
っ
て
内
地
に
脱
出
し
、「
銀
河
」
の

装
備
部
隊
と
し
て
再
編
成
さ
れ
た
の
だ
。

　

昨
年
半な

か

ば
ま
で
、
最
前
線
に
向
か
う
た
め
の
中
継
基
地
だ

っ
た
サ
イ
パ
ン
島
が
、
今
は
米
軍
の
前
線
基
地
と
な
り
、
日

本
本
土
を
脅お

び
やか
し
て
い
る
。

　

日
本
軍
は
、
硫
黄
島
か
ら
サ
イ
パ
ン
に
長
距
離
爆
撃
を
繰

り
返
し
た
が
、
敵
飛
行
場
の
完
成
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き

て
も
、
阻そ

止し

に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

本
土
上
空
が
多
数
の
敵
重
爆
撃
機
に
覆お

お

わ
れ
る
日
は
、
い

ず
れ
や
っ
て
来
る
。

　

そ
の
日
を
、
一
日
で
も
遅
ら
せ
る
の
が
、
基
地
航
空
隊
の

使
命
だ
っ
た
。

「
八
〇
浬
」

「
七
〇
浬
」

　

清
村
は
航
法
の
チ
ャ
ー
ト
を
記
録
し
な
が
ら
、
佐
野
に
サ

イ
パ
ン
と
の
距
離
を
伝
え
る
。

「
左
正せ

い

横お
う

、
艦
影
！
」

　

サ
イ
パ
ン
ま
で
の
距
離
が
五
〇
浬
を
切
っ
た
と
き
、
電
信

員
宮み

や

田た

英え
い

吉き
ち

一
等
飛
行
兵
曹
が
叫
ん
だ
。

　

清
村
は
「
敵
艦
見
ユ
。
左
正
横
」
と
、
指
揮
官
機
に
発
光

信
号
を
送
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
、
哨

し
ょ
う

戒か
い

中
の
駆く

潜せ
ん

艇て
い

や
掃そ

う

海か
い

艇て
い

だ
。
攻
撃
隊
は
、

敵
に
発
見
さ
れ
た
の
だ
。

「
二
四
〇
ノ
ッ
ト
（
時
速
四
四
四
キ
ロ
）
ニ
増
速
」

　

と
の
信
号
が
返
さ
れ
た
。

　

海
面
付
近
に
お
け
る
銀
河
の
最
高
速
度
に
近
い
。

　

笠
井
隊
長
は
、
一い

っ

気き

に
サ
イ
パ
ン
と
の
距
離
を
詰
め
、
敵

が
夜
間
戦
闘
機
を
発
進
さ
せ
る
前
に
叩
く
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。

「
速
力
二
四
〇
ノ
ッ
ト
」

「
二
四
〇
ノ
ッ
ト
。
宜よ

う

候そ
ろ

」



12

　

佐
野
の
復ふ

く

唱し
ょ
う
と
共
に
、
偵
察
員
席
の
左
右
で
爆
音
が
高

ま
り
、
清
村
機
が
加
速
さ
れ
る
。

　

こ
の
直
前
ま
で
、
巡
航
速
度
で
飛
行
し
て
い
た
三
六
機
の

銀
河
は
、
な
だ
れ
込
む
よ
う
な
勢
い
で
、
サ
イ
パ
ン
島
へ
と

突
進
す
る
。

　

指
揮
官
機
の
向
こ
う
に
、
稜

り
ょ
う

線せ
ん

が
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び

上
が
る
。

「
正
面
に
サ
イ
パ
ン
島
」

　

清
村
が
佐
野
に
伝
え
た
直
後
、

「
味
方
機
、
一
機
被
弾
！
」

　

宮
田
が
叫
び
声
を
上
げ
た
。

「
も
う
来
や
が
っ
た
か
！
」

　

清
村
は
罵ば

声せ
い

を
漏
ら
し
た
。

　

敵
の
夜
間
戦
闘
機
が
、
攻
撃
隊
の
後
方
か
ら
食
ら
い
つ
い

て
来
た
の
だ
。

　

米
軍
は
既
に
夜
間
戦
闘
機
を
発
進
さ
せ
、
戦
闘
空
中
哨
戒

に
当
た
ら
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
指
揮
官
機
よ
り
受
信
。『
無
線
封ふ

う

止し

解
除
。
二
番
機
、
前

へ
』」

「
全
速
だ
、
佐
野
。
攻
撃
隊
の
先
頭
に
立
て
！
」

　

宮
田
の
報
告
を
受
け
、
清
村
は
佐
野
に
命
じ
た
。

　

清
村
機
は
、
吊

ち
ょ
う

光こ
う

弾だ
ん

の
投
下
を
担
当
す
る
。

　

爆
撃
の
成せ

い

否ひ

を
左
右
す
る
重
大
な
役
目
だ
が
、
攻
撃
隊
は

既
に
敵
の
夜
戦
に
取
り
付
か
れ
て
い
る
。

　

吊
光
弾
を
首し

ゅ

尾び

良
く
投
下
で
き
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、

今
は
命
令
に
従
い
、
先
頭
に
立
つ
以
外
に
な
い
。

　

清
村
機
が
、
更
に
速
度
を
上
げ
た
。

　

指
揮
官
機
を
追
い
抜
き
、
攻
撃
隊
の
先
頭
に
立
っ
た
。

「
味
方
機
、
ま
た
一
機
被
弾
！
」

　

宮
田
が
、
悲
痛
な
声
で
報
告
を
上
げ
る
。

（
少
し
ば
か
り
足
が
速
く
な
っ
た
ぐ
ら
い
で
は
駄だ

目め

か
）

　

清
村
は
唇

く
ち
び
るを
噛か

み
締
め
た
。

　

銀
河
は
、
零
戦
に
匹ひ

っ

敵て
き

す
る
速
度
性
能
と
、
一
式
陸
攻
と

同
等
の
航
続
性
能
、
爆
弾
搭
載
量
を
持
つ
高
速
爆
撃
機
と
し

て
開
発
さ
れ
た
機
体
だ
。

　

搭
乗
員
を
、
一
式
陸
攻
の
八
名
か
ら
艦
攻
並
の
三
名
に
ま



13 第一章　前進基地マリアナ 

で
減
ら
し
、
機
体
を
軽
量
化
し
て
、
最
大
時
速
五
四
六
キ
ロ

の
速
度
性
能
を
確
保
し
た
。

　

開
戦
時
に
お
け
る
米
軍
の
主
力
艦
戦
グ
ラ
マ
ン
Ｆ
４

Ｆ
〝
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
〞
な
ら
、
振
り
切
れ
た
か
も
し
れ

な
い
。

　

だ
が
、
Ｆ
４
Ｆ
の
後
継
機
と
な
っ
た
グ
ラ
マ
ン
Ｆ
６

Ｆ
〝
ヘ
ル
キ
ャ
ッ
ト
〞
や
双
発
双そ

う

胴ど
う

の
高
速
重
戦
闘
機
ロ
ッ

キ
ー
ド
Ｐ
38
〝
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
〞
か
ら
逃
げ
延
び
る
の
は

難む
ず
かし
い
。

　

速
度
性
能
を
多
少
高
め
た
と
こ
ろ
で
、
爆
撃
機
は
爆
撃
機

だ
。
戦
闘
機
の
護
衛
な
し
で
は
、
敵
の
迎げ

い

撃げ
き

を
突
破
す
る
の

は
至し

難な
ん

だ
。

　

そ
れ
で
も
、
今
は
行
く
し
か
な
い
。

　

清
村
機
が
機
首
を
上
げ
、
上
昇
に
転
じ
た
。

　

高
度
を
上
げ
れ
ば
、
敵
の
夜
戦
に
捕
捉
さ
れ
る
可
能
性
が

高
く
な
る
が
、
吊
光
弾
は
、
あ
る
程
度
の
高
さ
か
ら
投
下
し

な
け
れ
ば
効
果
が
な
い
。

（
来
る
な
ら
来
い
）

　

清
村
は
機
首
の
二
式
一
三
ミ
リ
旋
回
機
銃
に
手
を
か
け
、

敵
の
夜
戦
に
呼
び
か
け
た
。

　

前
方
の
月
が
、
不
意
に
翳か

げ

っ
た
。

　

清
村
機
は
右
旋
回
に
転
じ
た
。

　

機
首
の
左
脇
を
青
白
い
曳え

い

痕こ
ん

が
通
過
し
た
直
後
、
黒
い
巨

大
な
影
が
通
過
し
た
。
敵
機
が
巻
き
起
こ
し
た
風
に
煽あ

お

ら
れ
、

銀
河
が
僅わ

ず

か
に
よ
ろ
め
い
た
。

　

爆
撃
機
で
あ
る
銀
河
よ
り
も
、
敵
戦
闘
機
の
方
が
大
き
く
、

重
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

「
後ご

家け

か
！
」

　

清
村
は
敵
機
の
正
体
を
見
抜
き
、
渾あ

だ

名な

を
口
に
し
た
。

　

ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
Ｐ
61
〝
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
イ
ド
ウ
〞。「
黒く

ろ

後ご

家け

蜘ぐ

蛛も

」
の
機
名
を
持
つ
、
双
発
双
胴
の
夜
間
戦
闘
機
。

　

過
去
に
も
日
本
軍
の
夜
間
攻
撃
を
迎
え
撃
ち
、
一
式
陸
攻

や
銀
河
を
何
機
も
墜お

と
し
た
機
体
だ
。

「
敵
機
、
左
後
方
！
」

　

宮
田
が
叫
び
、
清
村
機
が
左
に
旋
回
す
る
。

　

青
白
い
火か

箭せ
ん

が
機
体
の
右
脇
を
通
過
す
る
。
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敵
機
が
追
い
抜
き
ざ
ま
に
、
一
連
射
を
浴
び
せ
る
。

　

Ｐ
61
が
胴
体
上
面
に
装
備
す
る
旋
回
銃
塔
が
、
一
二
・
七

ミ
リ
弾
を
発
射
し
た
の
だ
。
戦
闘
機
と
い
う
よ
り
、
空
飛
ぶ

軍
艦
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
機
体
だ
。

「
佐
野
、
宮
田
、
無
事
か
⁉
」

「
二
人
と
も
無
事
で
す
！
」

　

清
村
の
問
い
に
、
即
座
に
応
答
が
返
さ
れ
る
。

　

清
村
は
、
前
方
に
目
を
凝こ

ら
す
。

「
電
探
な
ど
に
負
け
る
か
。
こ
っ
ち
に
は
、
親
か
ら
貰も

ら

っ
た

立り
っ

派ぱ

な
目
が
あ
る
ん
だ
！
」

　

吐
き
捨
て
る
よ
う
に
、
清
村
は
呟つ

ぶ
やい
た
。

　

左
前
方
の
星
明
か
り
が
遮さ

え
ぎら
れ
た
。

「
佐
野
、
左
だ
！
」

　

清
村
は
叫
ぶ
と
同
時
に
、
発
射
把は

柄へ
い

を
握
っ
た
。

　

一
三
ミ
リ
機
銃
の
銃
口
か
ら
赤
い
曳
痕
が
ほ
と
ば
し
り
、

銃じ
ゅ
う

把は

が
両
手
の
中
で
躍お

ど

っ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
左
前
方
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めき
、
青
白
い

火
箭
が
噴
き
延
び
た
。

　

一
瞬
、
月
明
か
り
や
星
々
が
敵
の
機
影
に
遮
ら
れ
る
。
敵

機
が
頭
上
を
通
過
し
、
後
方
に
抜
け
た
の
だ
。

　

清
村
は
、
下
方
を
見
た
。

　

海
岸
に
打
ち
寄
せ
る
波
飛し

ぶ
き沫
が
、
微か

す

か
に
見
え
る
。
機
体

は
、
サ
イ
パ
ン
島
の
南
岸
上
空
に
達
し
た
の
だ
。

「
吊
光
弾
を
投
下
す
る
。
こ
の
ま
ま
直
進
！
」

　

清
村
は
、
佐
野
に
指
示
を
送
っ
た
。

　

高
度
計
の
針
は
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
指
し
て
い
る
。
吊

光
弾
の
投
下
高
度
と
し
て
は
低
め
だ
が
、
こ
れ
以
上
上
昇
す

る
余
裕
は
な
い
。

「
こ
の
ま
ま
直
進
。
宜
候
！
」

　

佐
野
が
復
唱
を
返
し
た
。

　

清
村
は
機
銃
の
把は

手し
ゅ

か
ら
手
を
離
し
、
ボ
イ
コ
ー
照

し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

を
覗の

ぞ

き
込
む
。
月
明
か
り
の
下
に
、
サ
イ
パ
ン
島
の
南
岸

が
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び
上
が
る
。

　

手
前
か
ら
前
方
に
向
け
て
伸
び
る
、
灰
色
の
直
線
が
二
本
、

清
村
の
視
界
に
入
っ
た
。

「
よ
う
ー
い
、
て
っ
！
」



15 第一章　前進基地マリアナ 

　

清
村
が
気き

合あ

い
と
共
に
投
下
レ
バ
ー
を
引
い
た
と
き
、

「
後
方
よ
り
敵
機
！
」

　

宮
田
の
叫
び
声
が
伝
わ
っ
た
。

　

一
拍
遅
れ
て
、
衝
撃
が
清
村
機
を
襲
っ
た
。

　

ハ
ン
マ
ー
で
連
打
す
る
よ
う
な
衝
撃
音
が
機
首
に
伝
わ
り
、

機
体
が
熱
病
の
発ほ

っ

作さ

の
よ
う
に
震
え
た
。
左
の
一
番
エ
ン
ジ

ン
が
火
を
噴
き
、
黒
煙
が
後
方
に
な
び
き
始
め
た
。

　

高
度
を
下
げ
始
め
た
清
村
機
の
左
方
を
、
Ｐ
61
が
爆
音
を

立
て
て
通
過
し
た
。

「
佐
野
！ 

宮
田
！
」

　

清
村
は
二
人
の
部
下
を
呼
ぶ
が
、
応
答
は
な
い
。
Ｐ
61
の

射
弾
は
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
を
襲
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

清
村
は
風
防
ガ
ラ
ス
に
顔
を
押
し
当
て
、
機
体
の
後
方
を

見
よ
う
と
し
た
。

　

生せ
い

還か
ん

が
望
め
な
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
せ
め
て
吊
光

弾
の
投
下
が
成
功
し
た
か
ど
う
か
を
知
り
た
か
っ
た
。

　

そ
の
思
い
に
応こ

た

え
る
か
の
よ
う
に
、
機
体
の
後
方
に
複
数

の
光
源
が
出
現
し
、
風
に
吹
か
れ
て
漂た

だ
よい
始
め
た
。

「
よ
し
！
」

　

清
村
が
満
足
感
を
覚
え
た
と
き
、
生

し
ょ
う

涯が
い

で
初
め
て
経
験

す
る
凄す

さ

ま
じ
い
衝
撃
が
襲
っ
て
来
た
。

「
二
番
滑
走
路
へ
の
命
中
弾
三
。
い
ず
れ
も
一
〇
〇
〇
ポ
ン

ド
相
当
。
修
復
に
は
、
二
日
を
要
す
る
見
込
み
。
他
、
敵
一

機
が
一
番
滑
走
路
上
に
墜
落
。
現
在
、
撤
去
作
業
中
」

　

第２

１

Ｂ

Ｃ

二
一
爆
撃
軍
司
令
部
に
、
報
告
が
上
げ
ら
れ
た
。

　

21
Ｂ
Ｃ
は
、
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
、
グ
ア
ム
の
マ
リ
ア

ナ
三
島
に
展
開
す
る
戦
略
爆
撃
機
を
統と

う

括か
つ

す
る
部
隊
だ
。

　

司
令
部
は
、
イ
ス
レ
イ
飛
行
場
と
名
を
変
え
た
、
か
つ
て

の
ア
ス
リ
ー
ト
飛
行
場
を
望
む
場
所
に
置
か
れ
、
司
令
官
室

か
ら
は
滑
走
路
を
遠
望
で
き
る
。

　

三
〇
分
ほ
ど
前
ま
で
は
、
硫
黄
島
か
ら
来
襲
し
た
日
本
機

と
迎
撃
に
上
が
っ
た
Ｐ
61
の
爆
音
が
上
空
に
轟と

ど
ろい

て
い
た
が
、

戦
闘
は
既
に
終
了
し
、
敵
弾
の
炸さ

く

裂れ
つ

に
よ
っ
て
生
じ
た
火
災

も
消
し
止
め
ら
れ
て
い
た
。
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「
無む

蓋が
い

掩え
ん

体た
い

壕ご
う

の
Ｂ
17
に
被
害
は
？
」

「
弾
片
に
よ
る
損
傷
機
が
あ
り
、
現
在
被
害
状
況
を
調
べ
て

い
ま
す
」

　

司
令
官
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
・
ハ
ン
セ
ル
准
将
の
問
い
に
、
作
戦

参
謀
の
ジ
ョ
セ
フ
・
マ
ク
レ
デ
ィ
中
佐
が
答
え
た
。

「
戦
果
は
？
」

「
銀グ

レ
ー
ス河
一
四
機
を
撃
墜
し
た
と
の
報
告
が
届
い
て
い
ま
す
。

来
襲
し
た
敵
機
は
、
三
〇
機
か
ら
四
〇
機
の
間
と
推
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
三
分
の
一
を
墜
と
し
た
計
算
に
な
り
ま
す
」

「
一
四
機
と
引
き
換
え
に
、
滑
走
路
と
Ｂ
17
を
若

じ
ゃ
っ

干か
ん

傷
つ

け
た
だ
け
で
す
か
。
ジ
ャ
ッ
プ
も
、
割
に
合
わ
な
い
攻
撃
を

し
た
も
の
で
す
な
」

　

嘲
あ
ざ
ける
よ
う
な
口
調
で
言
っ
た
参
謀
長
の
ハ
リ
ー
・
パ
タ
ー

ソ
ン
大
佐
に
、
ハ
ン
セ
ル
は
応
え
た
。

「
彼
ら
も
死
に
物
狂ぐ

る

い
な
の
だ
ろ
う
」

　

合
衆
国
軍
が
サ
イ
パ
ン
島
に
上
陸
し
た
の
は
昨
年
一
一
月

一
八
日
。
完
全
占せ

ん

領り
ょ
う
を
宣
言
し
た
の
は
、
今
年
の
一
月
二

三
日
だ
。

　

日
本
軍
は
頑が

ん

強き
ょ
う
に
抵
抗
し
た
が
、
制
空
権
、
制
海
権
を

失
っ
た
状
態
で
は
限
界
が
あ
り
、二
ヶ
月
で
力

ち
か
ら

尽つ

き
た
の
だ
。

　

テ
ニ
ア
ン
は
一
月
二
〇
日
に
、
グ
ア
ム
は
二
月
四
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
陥か

ん

落ら
く

し
て
い
る
。

　

サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
、
グ
ア
ム
と
も
、
内
陸
部
に
は
ま

だ
日
本
兵
が
残
存
し
て
お
り
、
散
発
的
な
攻
撃
を
か
け
て
来

る
が
、
彼
ら
に
島
を
奪
い
返
す
力
は
な
か
っ
た
。

　

陸
軍
戦
略
航
空
軍
の
マ
リ
ア
ナ
進
出
は
、
サ
イ
パ
ン
の
陥

落
よ
り
も
早
く
、
一
一
月
二
七
日
に
第
一
歩
を
記し

る

し
て
い
る
。

　

マ
リ
ア
ナ
三
島
の
飛
行
場
建
設
は
、
海
兵
隊
に
よ
る
日
本

軍
の
掃そ

う

討と
う

と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
、
三
月
初
め
に
は
サ
イ
パ

ン
、
テ
ニ
ア
ン
で
各
二
箇か

所し
ょ

、
グ
ア
ム
で
三
箇
所
の
飛
行
場

が
稼か

働ど
う

を
始
め
た
。

　

統
合
参
謀
本
部
は
当
初
、
マ
リ
ア
ナ
三
島
に
新
型
戦
略
爆

撃
機
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
29
〝
ス
ー
パ
ー
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞
を
進

出
さ
せ
る
計
画
を
進
め
て
い
た
。

　

Ｂ
29
で
あ
れ
ば
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
か
ら
直
接
日
本
本
土
の

大
部
分
を
叩
く
こ
と
が
で
き
る
。
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日
本
の
国
力
の
根こ

ん

幹か
ん

を
破
壊
し
、
戦
争
遂す

い

行こ
う

の
能
力
を
奪

う
と
共
に
、
日
本
軍
が
い
か
に
無
力
で
あ
る
か
を
、
直
接
日

本
国
民
に
教
え
て
や
る
の
だ
。

　

ハ
ン
セ
ル
自
身
も
、
従
来
の
四
発
重
爆
撃
機
よ
り
も
遥は

る

か

に
高
性
能
な
新
型
機
の
到
着
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
計
画
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
局
に
よ
り
、

大
幅
な
修
正
を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
本
土
に
展
開
す
る
合
衆
国
第
八
航
空
軍
―
ボ

ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞
と
コ
ン

ソ
リ
デ
ー
テ
ッ
ド
Ｂ
24
〝
リ
ベ
レ
ー
タ
ー
〞
で
編
成
さ
れ
た

重
爆
撃
機
部
隊
が
大
き
な
損
害
を
受
け
、
ド
イ
ツ
本
土
に
対

す
る
戦
略
爆
撃
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
の
だ
。

　

ド
イ
ツ
空
軍
は
、
ハ
イ
ン
ケ
ル
Ｈ
ｅ
２
８
０
、
メ
ッ
サ
ー

シ
ュ
ミ
ッ
ト
Ｍ
ｅ
２
６
２
、
ハ
イ
ン
ケ
ル
Ｈ
ｅ
２
１
９
〝
ウ

ー
フ
ー
〞
と
い
っ
た
、
強
力
な
戦
闘
機
を
多
数
前
線
に
投
入

し
、
連
合
軍
の
爆
撃
機
を
片か

た

端は
し

か
ら
撃
墜
し
た
。

　

連
合
軍
の
重
爆
撃
機
は
ド
イ
ツ
本
土
の
国
境
周
辺
を
攻
撃

す
る
だ
け
で
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

で
あ
り
、
帝
都
ベ
ル
リ
ン
、
ル
ー
ル
の

工
業
地
帯
、
内
陸
部
の
主
要
都
市
等
の
重
要
拠
点
に
は
、
手

を
出
せ
な
い
有あ

り

様さ
ま

だ
っ
た
の
だ
。

　

合
衆
国
の
統
合
参
謀
本
部
は
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

Ｂ
29
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
投
入
を
決
定
し
た
。

　

マ
リ
ア
ナ
諸
島
か
ら
日
本
本
土
を
叩
く
た
め
、
準
備
し
て

い
た
Ｂ
29
の
装
備
部
隊
は
、
全
て
イ
ギ
リ
ス
本
土
に
展
開
し
、

ド
イ
ツ
本
土
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
代
わ
り
、
日
本
本
土
に
対
す
る
戦
略
爆
撃
に
は
、
Ｂ

17
、
Ｂ
24
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
本
の
防
空
態
勢
は
、
ド
イ
ツ
ほ
ど
強
力
で
は
な
く
、
高

性
能
な
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
や
夜
間
戦
闘
機
も
な
い
。

　

ド
イ
ツ
に
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
Ｂ
17
、
Ｂ
24
も
、
日
本

に
な
ら
通
用
す
る
と
い
う
の
が
、
統
合
参
謀
本
部
と
陸
軍
戦

略
航
空
軍
司
令
部
の
判
断
だ
っ
た
の
だ
。

　

た
だ
し
、
Ｂ
17
、
Ｂ
24
に
は
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
か
ら
直
接

日
本
本
土
を
叩
け
る
だ
け
の
航
続
性
能
は
な
い
。

　

日
本
本
土
、
特
に
首
都
東ト

ー
キ
ョ
ー京
を
攻
撃
す
る
に
は
、
硫
黄

島
を
攻
略
し
、
重
爆
撃
機
を
運
用
で
き
る
飛
行
場
を
建
設
す
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る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　

こ
の
た
め
、
統
合
参
謀
本
部
は
次
の
攻
略
目
標
を
硫
黄
島

に
定
め
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

日
本
軍
も
、
合
衆
国
軍
の
次
の
攻
略
目
標
を
察さ

っ

し
て
い
る

だ
ろ
う
。

　

彼
ら
は
そ
れ
を
阻
止
す
べ
く
、
硫
黄
島
か
ら
マ
リ
ア
ナ
ま

で
の
長
距
離
爆
撃
を
、
繰
り
返
し
か
け
て
い
る
の
だ
。

「
本
土
空
襲
を
恐
れ
る
な
ら
、
さ
っ
さ
と
白し

ろ

旗は
た

を
上
げ
れ
ば

い
い
も
の
を
。
自
分
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
、
彼
ら

が
理
解
で
き
な
い
と
は
思
え
な
い
の
で
す
が
」

　

パ
タ
ー
ソ
ン
参
謀
長
が
首
を
傾か

し

げ
た
。

　

合
衆
国
海
軍
は
、
昨
年
一
一
月
五
日
か
ら
六
日
に
か
け
て

行
わ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
海
戦
（
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
の
米
側
公

称
）
で
、
日
本
海
軍
の
連

コ
ン
バ
イ
ン
ド
・
フ
リ
ー
ト

合
艦
隊
に
壊か

い

滅め
つ

的
な
損
害
を
与

え
た
。

　

空
母
六
隻
を
撃
沈
、
艦
上
機
約
四
〇
〇
機
を
撃
墜
し
、
近

代
海
軍
に
不
可
欠
の
航
空
戦
力
を
奪
い
去
っ
た
の
だ
。

　

日
本
は
、
今
な
お
合
衆
国
領
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
領

マ
レ
ー
半
島
、
ビ
ル
マ
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
な
ど
を
確

保
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
守
る
だ
け
の
戦
力
を
持
た
な
い
。

　

彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
あ
が
こ
う
と
、
戦
局
の
逆
転
は
不
可

能
だ
。

　

日
本
の
為い

政せ
い

者し
ゃ

や
軍
部
は
、
そ
れ
を
理
解
で
き
ぬ
の
だ
ろ

う
か
、
と
言
い
た
げ
だ
っ
た
。

「
よ
り
よ
い
―
と
い
う
よ
り
、
少
し
で
も
宥ゆ

う

和わ

的
な
講
和

条
件
を
狙
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ぬ
」

　

ハ
ン
セ
ル
は
言
っ
た
。

　

合
衆
国
軍
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
作
戦
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
遅
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
本
国
政
府
も
日
本
に

対
し
、
講
和
の
た
め
の
条
件
を
緩ゆ

る

め
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

彼
ら
は
そ
の
道
を
探
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
ハ
ン

セ
ル
は
推
測
し
て
い
た
。

「
硫イ

オ
ウ
ジ
マ

黄
島
の
敵
航
空
部
隊
に
対
し
て
は
、
い
か
が
い
た
し
ま

す
か
？ 

第３

８

９

Ｂ

Ｇ

三
八
九
爆
撃
群
と
第４

４

５

Ｂ

Ｇ

四
四
五
爆
撃
群
で
あ
れ
ば
、

出
撃
が
可
能
で
す
が
」

「
そ
う
だ
な
」
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マ
ク
レ
デ
ィ
作
戦
参
謀
の
問
い
に
、
ハ
ン
セ
ル
は
す
ぐ
に

は
答
え
ず
、
し
ば
し
思し

案あ
ん

を
巡
ら
し
た
。

　

21
Ｂ
Ｃ
隷れ

い

下か

の
重
爆
撃
機
は
、
戦
略
爆
撃
が
任
務
だ
。
戦

術
目
的
に
使
用
し
、
機
体
や
ク
ル
ー
を
消
耗
し
た
く
は
な
い
。

　

だ
が
、
マ
リ
ア
ナ
を
一
方
的
に
叩
か
れ
る
と
い
う
の
も

癪し
ゃ
くな
話
だ
。

「
イ
オ
ウ
ジ
マ
の
ジ
ャ
ッ
プ
を
黙だ

ま

ら
せ
る
か
。
少
数
機
の
夜

間
爆
撃
程
度
で
我
が
軍
の
飛
行
場
が
壊
滅
す
る
こ
と
は
な
い

が
、
や
ら
れ
っ
放
し
で
い
る
こ
と
も
な
い
か
ら
な
」

２

　

硫
黄
島
に
最
初
の
空
襲
警
報
が
鳴
り
響
い
た
の
は
、
三
月

三
〇
日
の
一
三
時
過
ぎ
だ
っ
た
。

「
海
軍
よ
り
情
報
。
一
三
時
九
分
、
敵
大
型
機
の
編
隊
、
硫

黄
島
の
南
一
五
〇
キ
ロ
地
点
を
北
上
中
」

　

島
の
北
部
に
設
け
ら
れ
た
司
令
部
壕
に
報
告
が
届
け
ら
れ

る
や
、

「
総
員
、
洞ど

う

窟く
つ

陣
地
に
退
避
！
」

　

小お

笠が
さ

原わ
ら

兵
団
長
兼
第
一
〇
九
師
団
長
栗く

り

林ば
や
し

忠た
だ

道み
ち

中
将
は
、

麾き

下か

の
全
将
兵
に
下か

令れ
い

し
た
。

　

硫
黄
島
の
守
備
に
当
た
る
小
笠
原
兵
団
は
、
第
一
〇
九
師

団
の
他
、
混
成
第
二
旅
団
、
戦
車
第
二
六
連
隊
、
歩
兵
第
一

四
五
連
隊
等
、
総
勢
約
一
万
五
五
〇
〇
名
の
兵
力
を
有
す
る
。

　

他
に
、
第
三
航
空
艦
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
た
第
二
五
二
航
空

隊
、
第
二
七
航
空
戦
隊
隷
下
の
南
方
諸
島
航
空
隊
、
硫
黄
島

警
備
隊
等
、
約
七
五
〇
〇
名
の
海
軍
部
隊
を
も
指
揮
下
に
置

い
て
い
る
。

　

栗
林
は
、
地
下
陣
地
を
利
用
し
た
持
久
戦
に
よ
っ
て
米
軍

を
迎
え
撃
つ
と
の
方
針
に
基
づ
き
、
深
さ
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
、

場
所
に
よ
っ
て
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
地
下
道
を
島
内

に
張
り
巡
ら
し
、
多
数
の
火
器
を
巧た

く

み
に
配
置
し
て
、
強
固

な
防
御
態
勢
を
敷
い
た
。

　

硫
黄
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
間
の
航
空
戦
は
、
海
軍
航
空
隊

に
よ
る
長
距
離
爆
撃
を
中
心
に
推
移
し
て
お
り
、
硫
黄
島
に

対
す
る
本
格
的
な
空
襲
は
な
か
っ
た
が
、
三
月
中
旬
よ
り
、
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し
ば
し
ば
米
軍
の
偵
察
機
が
硫
黄
島
上
空
に
飛
来
し
た
。

　

栗
林
も
、
各
旅
団
や
連
隊
、
海
軍
部
隊
の
指
揮
官
も
、

「
敵
の
来ら

い

寇こ
う

近
し
」

　

と
睨に

ら

ん
で
い
た
。

　

果
た
し
て
米
軍
は
、
硫
黄
島
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
の
だ
。

　

島
内
各
所
で
、
洞
窟
陣
地
の
拡
張
や
砲
陣
地
、
機
関
銃
陣

地
の
強
化
に
当
た
っ
て
い
た
将
兵
は
、
一
斉
に
動
き
出
し
た
。

　

陣
地
の
構
築
と
合
わ
せ
て
、
地
下
陣
地
へ
の
退
避
訓
練
も

入
念
に
積
ん
で
い
た
た
め
、
混
乱
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

全
員
が
最
寄
り
の
地
下
陣
地
に
駆
け
込
み
、
奥
に
身
を
潜ひ

そ

め
る
。

　

地
下
陣
地
内
に
は
熱
が
こ
も
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
四
〇

度
を
超
え
る
。
火
山
性
ガ
ス
も
漂
い
、
防
毒
面
が
不
可
欠
だ
。

　

陣
地
に
こ
も
る
だ
け
で
も
相
当
な
難な

ん

事じ

だ
が
、
将
兵
は
黙

っ
て
耐
え
た
。

「
我
々
が
こ
の
島
に
来
た
の
は
、
砲
爆
撃
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

る
た
め
で
は
な
い
。
上
陸
し
て
来
る
敵
を
撃げ

き

滅め
つ

し
、
本
土
を

守
る
た
め
だ
」

　

栗
林
は
そ
の
よ
う
に
訓
示
し
、
各
部
隊
の
指
揮
官
も
、
部

下
に
繰
り
返
し
言
い
聞
か
せ
て
い
た
。

　

島
の
中
央
に
設
け
ら
れ
た
元も

と

山や
ま

飛
行
場
で
は
、
第
二
五
二

航
空
隊
の
零
戦
が
出
撃
を
開
始
し
て
い
る
。

　

飛
行
長
が
旗
を
振
る
や
、
零
戦
は
フ
ル
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
の

爆
音
を
轟
か
せ
、
土つ

ち

煙け
む
り
を
巻
き
上
げ
な
が
ら
、
一
機
、
ま

た
一
機
と
飛
び
立
っ
て
ゆ
く
。

　

硫
黄
島
南
部
の
千ち

鳥ど
り

飛
行
場
か
ら
は
、
サ
イ
パ
ン
攻
撃
か

ら
帰
還
し
た
陸
上
爆
撃
機
「
銀
河
」
が
、
空
中
へ
の
避ひ

退た
い

を

開
始
す
る
。

　

Ｐ
61
の
熾し

烈れ
つ

な
迎
撃
や
、
濃
密
な
対
空
砲
火
を
く
ぐ
り
抜

け
て
生
還
し
た
機
体
が
、
次
々
と
空
中
に
舞
い
上
が
り
、
島

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。

　

元
山
、
千
鳥
の
両
飛
行
場
、
及
び
島
の
北
部
に
設
け
ら
れ

た
北
飛
行
場
で
は
、
一
二
セ
ン
チ
高
角
砲
、
七
・
六
セ
ン
チ

高
角
砲
が
大
仰ぎ

ょ
う

角か
く

を
か
け
、
天
を
睨
む
。

　

空
母
や
巡

じ
ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

の
対
空
火
器
を
新
型
に
換
装
し
た
と
き
、

降
ろ
さ
れ
た
高
角
砲
が
、
飛
行
場
の
対
空
火
器
に
転
用
さ
れ



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




